


■ お申込み方法

※お申込み締め切り日：2013年1月31日（木）　※先着順：定員 200名

末尾の申込書を郵送またはFAXしていただくか、同じ内容をメールでお送りください。
参加費は無料です。ただし、定員となり次第、締め切らせていただきます。

■ お申込み･お問い合せ先
NPO法人 岡山NPOセンター （岡山県中山間地域協働支援センター事務局）
〒700-0822　岡山市北区表町1-4-64　上之町ビル4階

TEL. 086-222-5161   FAX. 086-233-1732 E-mail　npokayama@gmail.com

中山間地域ネットワーク推進シンポジウム　参加申込書 FAX.086-233-1732

［お名前］ ［電話番号］

［ご所属］ ［FAX番号］

※ご記入された個人情報は、このシンポジウムの受付の目的以外には使用しません

曽根原  久司
NPO法人えがおつなげて
代表理事

そねはら　　ひさし

【略歴】

【主な著書･文献等】

1985年 明治大学政治経済学部経済学科卒業
 金融機関等企業経営の経営コンサルタントを経て、
 現職
2001年 特定非営利活動法人えがおつなげて 設立 代表理事
2003年度 第１回オーライニッポン大賞ライフスタイル賞受賞
2006年度 立ち上がる農山漁村優秀事例選定
2007年度 毎日新聞グリーンツーリズム大賞優秀賞受賞

■ 日本の田舎は宝の山～農村起業のすすめ～　日本経済新聞出版社
■ 農村起業家になる～地域資源を宝に変える６つの鉄則

日本経済新聞出版社
■ 田舎の宝を掘り起こせ～農村起業成功の10か条～　学芸出版社

【その他の官職、所属組織や職名など】
やまなしコミュニテイビジネス推進協議会　会長
内閣府地域活性化伝道師
山梨県立農業大学校　講師

会場アクセス

中山間地域
ネットワーク
推進シンポジウム

〒710-0046
岡山県倉敷市中央2-6-1
TEL. 086-425-6034
FAX. 086-425-6036
駐車場には限りがありますので
公共交通機関をご利用の上、お越し下さい。
※JR倉敷駅から徒歩約10分

13：00～16：00

2013年2/3 日

倉敷市立美術館  講 堂

プ ロ グ ラ ム

講師紹介

倉敷市立美術館 講堂  JR 倉敷駅

←
至広島

→
至岡山

天満屋

中国銀行

倉敷市立
美術館 大原美術館前

国道429号

国道2号↓

日時

場所

開　　会1 13:00

岡山県中山間地域協働支援センター
事業概要＆取組報告

2 13:05

講 師 曽根原  久司 　（NPO法人えがおつなげて　代表理事）

都市の若者たちを農村ボランティアとして派遣し、耕作放棄地を再生す
るとともに、大学や企業との連携により都市農村交流プログラムを実施
するなど、地域資源の活用による都市と農村の多面的交流を通じた活
性化の活動を紹介します。

「中山間地域は宝の山」
～日本の田舎、10兆円の仕掛人～
基調講演3 13:20

意見交換会5 15:20

閉　　会6 16:00

① 河合　誠さん　有限会社nap 代表取締役

② 藤田　泉さん　百姓のわざ伝承グループ代表 

③ 上塩浩子さん　「湯原っしい」実行委員会実行委員長

岡山県内の中山間地域の「宝」を生かした事例発表4 14:30

田舎の廃校を工房へ～nap villageの挑戦～
皮革製品・衣料品の製造・販売会社を経営。今年２月に工場を岡山市
内から吉備中央町の小学校分校跡に移転。吉備中央町の雄大なロ
ケーションを生かしながら、皮革製品などの製造・販売を行っている。

緑茶から紅茶へ『高梁紅茶』で地域を元気に！
44歳のときに、奥さんの故郷、高梁市で新規就農する。高齢化や過疎
化の影響から地域のお茶農家が廃業する中で、緑茶から紅茶で地域を
活性化させるために、「高梁紅茶」の製造・販売を行っている。

温泉だけじゃないまちづくり～元気な女性達が湯原を盛り上げる～
「湯原っしい」では、湯原の地域資源を見つめ直し、「宝」として活用でき
るさまざまな体験交流プログラムを実施。本業の旅館の女将業のかた
わら、地域振興のきっかけづくりを率先して行っている。


